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1. はじめに

 韓国語には動作を表す名詞(Verbal Noun、以下VN)とha-taを含んだ構文に表面

的に類似した形式が存在することが知られている。VNは自動詞(非二二、非対格)

的なものと他動詞的なものがあるが、他動詞的なVNを含んだ構文には少なくとも3

つの類似した形式がある。次の例は、K.  Park(1992，117)から引用した例である。

(1) a. 

b

c. 

Jolm-i ku saken-ul cosa-ha-yess-ta. 

John-Nom the affair-Acc investigation-do-Past-Dec

John-i ku saken-ul cosa-lul ha-yess-ta. 

John-Nom the affair-Acc investigation-Acc do-Past-Dec

John-i ku saken-uy cosa-lul ha-yess-ta・. 

John-Nom the affair-Gen investigation-Acc do-Past-Dec

 本稿では、VNを含む述語の意味上の目的語((1a-c)の㎞saken(the affair)がこれ

に該当する)を、単に目的語と呼ぶこととする。(1a)では、目的語は対格を伴っており、

VNは無標識である。本稿ではこのタイプをVN-ha-ta構文と呼ぶことにする。(1b)

では、目的語、VN共に、対格標識を伴っている。このタイプをVN-Acc ha-ta構文と

呼ぶ。(1c)では目的語は属格を伴い、 VNは対格を伴っている。このタイプは後述

する様に、目的語がVNと名詞句を形成することが明らかなため、 VNP-Acc ha-ta構

文と呼ぶ。本稿では、VN-ha-ta構文とVN-Acc ha-ta構文を中心に扱うが、これらを

まとめて指す場合にはVN(一Acc)ha-ta構文と表記する。

 (1)の構文に関する先行研究は多くあり、ha-taに先行し得るWの意味的特徴、(1b)

のVN-Acc ha-ta構文の対格が何によって付与されるのか、 ha-taが軽動詞か重動詞

か、Grimshaw・and・Mester(1988)の主張する項の転送の有無などに重点が置かれてい

る。本稿では、これらの具体的な分析に関しては必要が無い限り言及することを避け、

(1)に挙げた三種類の構文がどのように分類されるべきかという、より基本的な問題

について論じる。分類に関しても、いくつかの先行研究において言及されている。大

きく分けて、(1)の三つのタイプを区別しない立場、1共にVNが対格を取るVN-Acc

ha-ta構文とVNP-Acc ha-ta構文を一つのグループとして扱う立場(H. 一D.  A㎞(1989))、

共に目的語が対格をとるVN-ha-ta構文とVN-Acc ha-ta構文を一つのグループとして

'例えば刈噌奈(1975，11)では、VNの後に対格、限定詞(delimiter)等が挿入される場合のVNを

全て分離性先行要素と呼び、同じように扱っている。
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扱う立場(K. ・Park(1992))がある。これらの分類では、(1)の三つの形式の内、全て、

あるいは二つを一つのグループと扱っているが、本稿では、これら三種類の形式がお

互いに異なった独立した構文であることを主張する。特に、本稿ではVN-ha-ta構文

とVN-Acc ha-ta構文が様々な現象に関して、異なった振る舞いをすることから、こ

の二つが異なった構文であることを中心に論ずることを目的とする。

 本稿のもう一つの目的は、VNを含んだ構文に関する観氏翼fータを再考することに

ある。VNを含んだ構文について多くの先行研究があるが、これらの論文に記載され

た観氏翌ｪ、研究者毎に対立する場合が珍しくない。即ち、ある研究者が適格と判断し

た例文が他の研究者によって不適格とされることが少なからず生じている。それぞれ

の研究者が異なった観氏洛級ﾊに基づいて分析を行っているため、全く異なった分析が

乱立しているとも言える。本稿では、体系的な調査を行い、先行研究の観氏翌�ﾄ検討

した。その結果、上述した様に、先行研究における観氏洛級ﾊにかなりのばらつきがあ

るのに対し、本稿の調査では、複数の話者を通じて、かなりの程度の一貫性が得られ、

本稿で採った調査方磨翌ｪ単純ではあるが、有効であることが示された。

 本稿の構成は次の通りである。まず、2節では、VNを含んだ構文の分類に関する

先行研究として、VN(一Acc)ha-taとVNP-Acc ha-taを明確に異なった構文とするK. 

Park(1992)の主張を概観しこれを採用する。3節では、残りのVN-ha-ta構文とVN-

Acc ha-ta構文がいくつかの現象に関して明確に異なった振る舞いを示すことを、調

査に基づいて示し、これらが異なった構文であると主張する。この主張は、両者が同

一構文の変種であるとするいくつかの先行研究と対立する主張である。4節は、まと

めと、本稿で採った調査の方磨翌ﾉついて述べる。

2. VNP-Acc ha-taとVN(一Acc)ha-ta:先行研究

 この節では、VN。Acc ha-ta構文とVNP-Acc ha-ta構文が異なった構文であるとする、

K. Park(1992)の議論を概観する。

 VN及びha-taを含んだ構文で顕著なのは、(1)に示した様に、 VNが対格を採る

ものととらないものがあるということである。この対格標識の有無に基づいて、こ

れらの構文を二分する立場を採ったものとして、H. 一D.  A㎞(1989)、 J. 一R.  Kim(1994)

が挙げられる。一見すると、対格の有無による区分は、他の現象と相関している様に

見える。VNに対する連体修飾、 VNのスクランプリング、 VNとha-taの間の副詞の

挿入などに関して、これらの操作はVNが対格を伴う場合には可能で、 VNが対格を

伴わない場合には不可能である。
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(2)  VN(一Acc)の連体修飾

  a.  Swuni-ka elyewu-n/kunye-uy/i kongpwu-lul ha-yess-ta.  J. 一R.  Kim (1994， 23)

    Swuni-Nom difficultishe-Gen/this study-Acc do-Past-Dec

    'Swuni did a difficult/her/this study'

  b.  “Swuni-ka elyewu-n/kunye-uy/i kongpwu-ha-yess-ta. 

    Swuni-Nom difficultishe-Gen/this study do-Past-Dec

    'Swuni did a difficult/her/this study'

(3)  VN(一Acc)のスクランプリング

  a.  kongpwu-lul Swuni-ka kunye-uy chinkwu-wa ha-yess-ta.  J. 一R.  Kim (1991， 26)

    study-Acc Swuni-Nom she-Gen firiend-with do-Past-Dec

    ‘She studied with her ftiend'

  b.  “kongpwu Swuni-ka kunye-uy chinkwu-wa ha-yess-ta. 

    study Swuni-Nom she-Gen friend-with do-Past-Dec

    ‘She studied with her friend'

(4)  VN(一Acc)とha-taの間への副詞の挿入

  a.  Swuni-ka kongpwu-lul nay chwuchuk-ey， ha-yess-ta.  J. 一R.  Kim (1991， 27)

    Swuni-Nom study-Acc， my guess-Loc do-Past-Dec

    ‘Swuni did， 1 guess， her study'

  b.  “Swuni-ka kongpwu， nay chwuchuk-ey， ha-yess-ta. 

    Swuni-Nom study， my guess-Loc do-Past-Dec

    Swuni did， 1 guess， her study'

 対格の有無と上記の現象が相関するという一般化に対して、KPark(1992，72，77)

は(2-4)では自動詞的VNを含んだ例のみを元に議論されていることを指摘し、他

動詞的なVNを含んだ事例も含めて検討すると、上記の単純な区分は成り立たなくな

ることを示している。目的語が対格を伴って実現している場合、VN(一Acc)の連体修

飾も、VN(一Acc)のスクランプリングも許されない。

(5)  VN(一Acc)の連体修飾2

  a.  “Jolm-i ku nonmwun-ul ppalu-n chulphan ha-yess-ta.  K.  Park (1992; 73)

    Jolm-Nom that paper-Acc fast (Adj ective) publication-do-Past-Dec

    ‘John published the paper early. '

2同様の観氏翌ﾉついては、画期剋(1979)、H. 一S.  Han(1988)、 H. 一D.  Ahn(1991，26)、 K. 一S。 Lee(1991，

104)、J。一L Yeom(1994)、 Hong and So㎞(1999)などにも見られる。一方で、この様な例が適格であ

ると判断する研究者としては、B. 一S.  Park(1981)、弔門司(1988，96)、司フ｝暑(1994)、H. 一R. ・Chae(1997)

などがある。この観氏洛級ﾊの対立については、3. 3で述べる。
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 b.  “John-i ku nonmwun-ul ppalu-n chulphan-ul ha-yess-ta. 

   John-Nom that paper-Acc fast (Adj ective) publication-Acc do-Past-Dec

(6)  VN(一Acc)のスクランプリング

  a.  “cosa-luli John-i ku saken-ul ti ha-yess-ta， K.  Park (1992; 74)

   investigation-Acc John-Nom the affair-Acc do-Past-Dec

   ‘John investigated the affair. '

 b.  ＊cosai， John-i ku saken-ul ti ha-yess-ta. 

   investigation-Acc John-Nom the affair一一Acc do-Past-Dec

 K. Park(1992，117)は、他動詞的VNの事例を検討し、 VNの対格の有無による分

類では妥当な分類ができないことを主張し、代わりに、目的語が(1a，b)の様に対格

で標示されているか、(1c)の様に属格で標示されているかによって分類されるべき

であると主張している。K.  Parkは、目的語が対格を付与されていることから、前者

を動詞的格体系(Verbal Case System)と呼び、目的語が属格を付与されていることか

ら、後者を名詞的格体系(Nominal Case System)と呼んでいる。本稿で用いている名

称と対応させると、動詞的格体系にはVN. ha。taとVN-Acc ha-taが該当し、名詞的格

体系にはVNP-Acc ha-taが対応する。以下では、 K.  Park(1992，124)に従い、他動詞

的VNを例に、 VN. Acc ha. taとVNP-Acc ha-taの違いを概観することとする。 K Park

はVN-Acc ha-ta構文(動詞的格体系)において、 VNは名詞ではなく動詞であり、目

的語はVNから対格を付与されるのに対し、 VNP-Acc ha-ta構文(名詞的格体系)に

おけるVNは名詞であり、目的語はVNを主要部とする名詞句の内部にあるため、属

格が付与されると仮定している。(7)は、それぞれの構文のVNを含んだ句の構造で

ある。

(7)a. VN-Acc ha. ta構文

    ［vp NP-Acc VN (＝V) ］

  b. VNP. Acc ha-ta構文

    ［Np NP-Gen VN ( ＝N) ］

 この仮定から予測されるのは動詞的格体系に連体修飾など名詞句内部に現れる要素

が現われることはなく、逆に名詞的格体系には、副詞など動詞句内部に現れる要素は

現われないということであるが、この予測は次の事実によって支持される。

(8) a.  “John-i ku saken-ul casey-ha-n poto-lul ha-yess-ta. 

    John-Nom that affair一一Acc detailed(Adnominal) report-Acc do-Past-Dec

    ‘John reported the affair in detail'

  b.  John-i ku saken-ul casey・一hi poto-lul ha-yess-ta. 
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(9) a. 

John-Nom that affair-Acc in detail (Adverbial) report-Acc do-Past-Dec

‘John reported the affair in detail'

John-i ku saken-uy casey-ha-n poto-lul ha-yess-ta. 

John-Nom that affair-Gen detailed (Adnominal) report-Acc do-Past-Dec

‘John reported the affair in detail'

  b.  “John-i ku saken-uy casey-hi poto-lul ha-yess-ta. 

    John-Nom that affair-Acc in detail (Adverbial) report-Acc do-Past-Dec

    ‘John reported the affair in detail'

 K. Parkの分類において重要なのは、目的語の格が分類の基準となっている点であ

る。当面、VN-ha-ta構文については論じないが、目的語を含まない(2・4)の例のVNは、

自動詞的VNであり、VN-Acc ha-taとVNP-Acc ha-taの両方の構造を持ちえるため、

議論の対象としては適当ではない。また、目的語が顕現していない(2-4)は他動詞

的VNの目的語が省略されたものとも解釈できるが、その場合でも両方の構造が可能

であるので、同じく議論の対象としては不適当である。この点に注意し、本稿では、

目的語が(対格あるいは属格で実現する)他動詞的VNのみを扱うこととする。

 本稿では、VNとha-taを含んだ構文はVNが対格を取るか否かによって分類され

るのではなく、目的語が対格か属格かによって、少なくとも二つのグループに分類さ

れると考える点で、KParkに従う。以下では、目的語が対格を伴って実現する形式、

VN-ha-taとVN-Acc ha-taに限定して議論をすることとし、 VNP-Acc ha・taは議論から

除外する。

 K.  Park(1992，117)は、上で述べた様に、 VN-ha-ta構文についてもVN-Acc ha-ta構

文と同様に、動詞的各体系と分類し、対格の有無を除いて両者の間に違いはないとし

ている。確かに、この二つの構文は目的語が対格を伴うという特徴に加えて、(5)、(6)

でも触れたVNの連体修飾、スクランプリングに関しても類似している。

 この様な類似点に基づき、KParkはこれらを基本的に同一の構文として扱ってい

る。そこでは、VNは(7a)の様に、 VNが動詞的な最大投射の主要部であり、目的

語はVNから対格と意味役割を付与されるとしている。また、VN-ha・ta構文のVNに、

韓国語固有の対格付与規則が与えられることで、VN-Acc ha-ta構文が成立するとして

いる。3同様の分析は、H. 一D.  A㎞(1991，55)でもなされている。4一方、 VN-ha-taと

VN-Acc ha-taのVNが目的語と構成素をなすという点では、 K.  Park、 H. 一D， A㎞と共

通しているが、VN-Acc ha-taから対格が脱落することによってVN-ha-taが派生する

3韓国語では、副詞等、項ではない要素に対格が現われる場合がある。

4望薯剋(1979)もVNに付与される対格は、韓国語固有のある種の話題化標識であるとしている点

で、K.  ParkやH. 一D.  A㎞と類似している。
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という分析を行っているものとしてK. 一S. Lee(1991，12)が挙げられる。5これらの分

析ではVN-ha-taとVN-Acc ha-taは同じ構文として扱われている。

 先行研究で提案されている具体的な構造はさておき、問題となっている二つの構文

が同じ構文であれば同じ振る舞いが、違う構文であれば異なった振る舞いが観氏翌ｳれ

ることが予測される。次節では、VN-Acc ha-ta構文とVN-ha-ta構文が異なった振る

舞いをすることを示し、これらが異なった構文であると主張する。

3. VN-ha-taとVN-Acc ha-ta

 VN-ha-taとW-Acc ha-taがH. 一D.  A㎞(1991)、 K-S.  Lee(1991)、 K.  Park(1992)な

どが主張する様に基本的に同じ構文であるならば、これらは同じ振る舞いをすること

が期待される。6実際、これらは目的語が対格を伴うことや、2節の(5，6)で見た様

な共通点も観氏翌ｳれる。しかし、それ以外の現象についてもこれらが同じ様に振舞

うか、(VNP-Acc ha-taを正しく除外した上で)比較検討した研究は多くない。また、

VN-Acc ha-taが二重対格構文を形成することから、この構文については、多くの研究

があるが、VN-ha-taに関する詳細な研究は多くなく、データの不十分な点があるため、

これを補足するために調査を行った。また、以下では、VN-ha-taとVN-Acc ha-taを

対照し、両者が様々な現象に関して異なることを示す。

3. 1. スクランプリング

 VN-Acc ha-ta構文のVN-Accがスクランプリングできないことは(6)で見たが、

ある条件を満たせば、VN-Accのスクランプリングが許される。 W-Acc単独でのス

クランプリングは許されないが、目的語とW-Accが同時に移動することは許される

という観氏翌ｪある。7

(10)a.  yenge-lul kongpwu-lul Swuni-ka ha-yess-ta.  K. 一S.  Lee(1991; 83)

    English-Acc study-Acc Swuni-Nom do-Past-Dec

    ‘Swuni studied English. '

  b.  sintaylwyuk-ul palkyen-ul Columbus-ka ha-yess-ta.  O'Grady(1991;245)

    new continnent-Acc discover-Acc Columbus-Nom do-Past-Dec

    ‘Columbus discovered the new contintent. '

5K. 一S.  Lee(1991)と同じく、対格標識が脱落することでVN-ha-taが得られるという立場には、 J. 一1. 

Yeom(1994，675)がある。

6VN-ha-taとVN-Acc ha-taを基本的に同じ構文とする立場をとる研究には他に、恕望洋(1989)、 H. 一

R. Chae(1997)がある。逆にこれらを区別する立場として招(暮司(1988，92)、 Sato(1993，45，56)、 S. 

Park(2004，2006)がある。

7同様の観氏翌ﾍ、Sato(1993，23)
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 K. 一S. Lee(1991，127)は、目的語とVN。Accが構成素を成し、 ha-taの補部を成すと

いう分析を提案しているが、上の観氏翌ﾍ、この提案により、容易に説明できるとして

いる。

 しかし、一方で、ヌ個叫(1996)、H;一R.  Chae(1997)は、同様の例の容認度が低い

と判断している。

(11) ？“enehak-ul kongpwu-lul Chelswu-ka e ha-n-ta.  H. 一R.  Chae(1996.  1997)

    linguistics-Acc study-Acc Chelswu-Nom do-Pres-Dec

    ‘Chelswu studies linguistics'

 H. 一R. Chae(1997)は、(11)の観氏翌ﾉ基づき、目的語とVN-Accが構成素を成すと

する分析が成り立たないとしている。

 本稿では、(10)と(11)の対立した観氏翌ﾉ関して調査を行った。また、VN-ha-ta

において同様のスクランプリングが許されるか否かは、筆者の知る限り言及した論考

はないため、これについても調査を行った。8

 調査の方磨翌ﾍ以下の通りである。VNが対格を持つか否かで最小対をなす(12)の

様な例文を4組作成し、5人の母語話者(韓国人3人、中国の朝鮮語話者2人)に提

示し、完全に適格な文に対しては3、完全に不適格な例に関しては0とする4段階で判

断してもらった。(12)では、ダミーとして、ここでの議論と直接関係無い例(12c-f)

も混在させた。

(12)a.  Columbus-ka sintaylywuk-ul palkyen-ha-yess-ta. 

    Columbus-Nom new continent-Acc discovery-do-Past-Dec

    ‘Columbus discovered the new continent. '

  b.  Columbus-ka sintaylywuk-ul palkyen-ul ha-yess-ta. 

    Columbus-Nom new continent-Acc discovery-Acc do-Past-Dec

  c.  .  ・sintaylywuk-ul Columbus-ka palkyen-ha-yess-ta. 

    new continent-Acc Columbus-Nom discovery-do-Past-Dec

  d.  sintaylywuk-ul Columbus-ka palkyen-ul ha-yess-ta. 

    new continent-Acc Columbus-Nom discovery-Acc do-Past-Dec

  e.  palkyen Columbus-ka sintaylywuk-ul ha-yess-ta. 

    discovery Columbus-Nom new continent-Acc do-Past-Dec

8H. 一D.  A㎞(1991，28)は目的語と共にVN(一Acc)がスクランプリングができる例として下の様な

例を挙げているが、この例ではVNが限定詞を伴っており、VN-AccともVNとも判断できるため、

VN-ha-taのVNがスクランプリングできることの証拠とはならない。

    ［Yenghi-ka yenge-1ul kongpwu-nun］manhi e ha-yess-ta

    Yenghi-Nom English-Acc study-Top a lot do-Past-Dec
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  £ palkyen-ul Columbus-ka sintaylywuk-ul ha-yess-ta. 

   discovery-Acc Columbus-Nom new continent-Acc do-Past-Dec

  g.  sintaylywuk-ul palkyen Columbus-ka ha-yess-ta. 

   new continent-Acc discovery Columbus-Nom do-Past-Dec

 h.  sintaylywuk-ul palkyen-ul Columbus-ka ha-yess-ta. 

   new continent-Acc discovery-Acc Columbus-Nom do-Past-Dec

調査の結果を(13)にグラフで表した。横軸が例文、縦軸が4段階の数値を話者ご

とに平均したものである。
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a.  b.  c.  d.  e.  f.  g.  h. 

        例文

 まず、Sato(1993，55)でも触れられているが、 VN-ha-taがVN-Acc ha・taよりも容

認度が高いことが、(13a，b)に反映されている。また、目的語とVN-Accのスクラン

プリングの容認度は完全な文に比べてかなり下がるが、話者Eを除いて完全には不

適格ではない。これに対し、目的語とVNをスクランプリングした(13g)は完全に

不適格であると多くの話者が判断している。(13h)の元になる(13b)が若干容認度

が下がることを勘案するとこの違いは一層顕著であり、VN-ha-ta構文とVN-Acc ha-ta

構文の違いを示すと考えられる。また、(13h)の容認度の低さは(10)と(11)の観

氏洛級ﾊの食い違いの原因と推測される。

3. 2. 副詞の挿入

結果には矛盾がある。VN-Acc ha-ta構文に関しては、 VN-Accとha-taの間に副詞が挿

入できると判断する研究者と挿入できないとする研究者に分かれている。B. 一S.  Park

(1981)、;召(ぎ SU (1988，93)、 K. 一S.  Lee(1991，76，105)、刈司骨 (1996)、 S.  Park(2006)

は、VN-Accとha-taの間に副詞の挿入が可能であるとしている。(14)の例は、 B. 一S. 

Parkの挙げた例である。

82



(14)a.  Swuni-ka suhak-ul hakkyo-eyse kongpwu-lul yesimhi ha-n-ta. 

    Swuni-Nom math-Acc school-in study-Acc hard do-Pres-Dec

  b.  Swuni-ka suhak-ul kongpwu-lul hakkyo-eyse yelsimhi ha-n-ta. 

    Swuni-Nom math-Acc study-Acc school-in hard do-Pres-Dec

    ‘Swuni studies math hard in school. '

 これに対して、VN-Accとha-taの間に、副詞が挿入できないと判断しているのが、

唱菩剋(1979，68)、司71暑(1994，755，758，761，764)である。下の例は、望喜剋(1979)

の挙げた例である。

(15) ？“chelhakca-nun sangsik-ul yenkwu-lul yelsimhi ha-n-ta. 

    philosophers-Top common sense-Acc study-Acc hard do-Pres-Dec

    ‘Philosophers study common sense hard. '

この様に、VN-Acc ha-ta構文だけを見ても、 VN-Accとha-taの間に副詞が挿入できる

か否かで判断が分かれている。

 次に、VN-ha-ta構文における副詞の挿入に関する先行研究を見て行くこととする。

ここでも、判断の食い違いが観氏翌ｳれる。K.  Park(1992，29)、ヌ胴骨(1996，425)、H. 一R. 

Chae(1997)ではVN-ha-taのVNとha-taの間に副詞を挿入しても完全に適格な文が

得られるとしている。

(16)a.  John-un yenge-lul yelsimi kongpwu-ha-yess-ta K.  Park(1992， 29)

    John-Top English-Acc hard study-do-Past-Dec

    ‘John studied English hard. '

  b.  Jolm-un yenge-lul kongpwu yelsimhi ha-yess-ta. 

    Jolm-Top English-Acc study hard do-Past-Dec

 一方、7d(9 eq(1988，93)、 S.  Park(2006)では、上記の観氏翌ﾆは逆に、 VN-Acc

ha-ta構文では副詞の挿入が許されるが、 VN-ha-ta構文では許されないという観氏翌ｪ

なされている。次の例は招面浴?1988)の例である。

(17)a.  Toli-nun minsok。ul yenkwu-lul cwulkot/yelsimhi ha-yess-ta. :召(碧司 (1988，93)

    Toli-Top ethnic custom-Acc study-Acc throughout/hard do-Past-Dec

    ‘Toli studied ethnic customs throughout/hard. '

  b.  “Toli-nun minsok-ul yenkwu cwulkotiyelsimhi ha-yessta. 

    Toli-Top ethnic custom-Acc study-Acc throughout/hard do-Past-Dec

 この様に、観氏洛級ﾊが矛盾する原因としていくつかの要素が考えられる。まず、2

節で見た様に、VNP-Acc ha-ta構文と他の二つの構文を区別せずに観氏翌ｷると、正し

い一般化が得られない。
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 例えば、ヌ個叫(1996，440)はVNに対格があってもなくても、 VN(一Acc)とha-ta

の問に副詞の挿入が可能であるとして、次の様な例を挙げている。

(18)a.  Yenghi-ka Chomsky-ey tayha-n yenkwu (manhi) ha-yess-e. 

    Yenghi-Nom Chomsky-on study (a lot) do-Past

    ‘Yenghi studies about Chomsky a lot. '

  b.  Yenghi-ka himtu-n/elyewu-n kongpwu (yelshimhi) ha-ko iss-e. 

    Yenghi-Nom hard/difficult(Adjective) study (hard) do-Prog

    ‘Yenghi is studiying a difficult study hard. '

 これらの例では、まず目的語が対格を伴って実現していないという点で、VNP-Acc

ha-ta構文である可能性が排除できない。更に(18)がVNP-Acc ha-taである可能性を

支持するものとして、この例でVNが連体修飾を受けていることが挙げられる。上に

述べた様にVNP-Acc ha-ta構文では、 VNが名詞句の主要部をなすので、これが、連

体修飾を受けるのは当然のことであるのに対し、VN-Acc ha-ta構文では、連体修飾は

容認度が下がる。従って、(18)の例は、VNP-Acc ha-ta構文であり、VNPはha-taの

目的語であるから、他の一般的な動詞と目的語の場合と同様、当然、副詞は目的語

(VNP)と動詞(ha-ta)の間に現れることができる。更にVNに対格標識がないこと

は、会話体において、対格が脱落するという一般的な規則によるものであると説明で

きる。9(18)の例の文末が、くだけた会話体に現われる形式で終わっていることはこ

の説明を支持する。従って、この様な例を元にVN(一Acc)とha-taの間に副詞が挿入

できるか否かを論じることは適切ではない。10

 上に述べた密な注意点を避けても、(14-17)に関しては依然として文磨乱ｫの判断に

対する違いは残ることになる。

 本稿で問題としているのは、VN-ha-taとVN-Acc ha-taが同一の構文であるか否か

であるため、この二つの構文が副詞の挿入に関して同じ振る舞いを示すか否かについ

て、両者を対比する形で、調査を行った。調査方磨翌ﾍ3. 1で述べた通りであり、(19)

の様な例文を用いた。

(19)a.  kyengchal-un ku saken-ul cosa-hay-w-ass-ta. 

    police-Top that affair-Acc investigation-do-come-Past-Dec

    ‘Police has been investigating the affair. '

  b.  kyengchal-un ku saken-ul cosa-lul hay-w-ass-ta. 

    police-Top that affair-Acc investigation-Acc do-come-Past-Dec

gH. 一M.  So㎞(1999，402)、1.  Lee and Ramsey(2000，141)参照。

lo ﾚ的語の有無を考慮せずにVN(一Acc)とha-taの間に副詞が挿入できるとする議論を行っているの

は、他にもB. 一S. Park(1981，93)、 J. 一R.  Kim(1994，27)などがある。
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  c.  kyengchal-un ku saken-ul cosa olaystongan hay-w-ass-ta. 

    police-Top that affair-Acc investigation long time do-come-Past-Dec

    ‘Police has been investigating the affair for a long time. '

  d.  kyengchal-un ku saken-ul cosa-lul olaystongan hay-w-ass-ta. 

    police-Top that affair-Acc investigation-Acc a long time do-come-Past-Dec

  e.  kyengchal-un ku saken-ul cosa haykeyl-toy-ess-ul ttay-kkaci hay-w-ass-ta. 

    police-Top that affair-Acc investigation until it was resolved do-come-Past-Dec

    ‘Police had studied the affair until it was resolved. '

  f.  kyengchal-un ku saken-ul cosa-lul haykeyl-toy-ess-ul ttay-kkaci hay-w-ass-ta. 

    police-Top that affair-Acc investigation until it was resolved do-come-Past-Dec

 (19a，b)はVN-ha-ta、 VN-Acc ha-taの基本パタン、(19c，d)は. 一つの語からなる副

詞が介在するパタン、(19e，f)は、副詞句が挿入されたパタンである。判断の数値を

話者ごとに平均し、更に全体の平均も加えたものを次のグラフに示す。

(20)
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 このグラフから分かる様に、VN-Acc ha-taに副詞が挿入された(19/20d，f)は基本

パタン(19/20a，b)に比べて若干適格性が低い。しかし、 VN-ha-taに副詞が挿入され

た(19/20c，e)と比較すると、一名の話者を除いて一貫して(19/20d，f)の方が容認

度が高い。また、(19/20c，e)自体の容認度はかなり低い。多くの話者にとって、 VN-

Acc ha-taがVN-ha-taよりも適格性が若干低いこと((19/20a，b)を参照)を考え合わ

せると、VN-ha-taにおける副詞の挿入の不適格性はより顕著に現われていると言うこ

とがでぎよう。11

 容認可能性の判断には、個人差や、例文の内容等によって、ばらつきが生じるこ

とは当然あり得る。しかし、(21)で示した様に、副詞の挿入に関して、VN-ha-taと

VN-Acc ha-taの間の容認可能性の違いがほとんどの話者を通じて一貫して同じパタン

11 uN-Acc ha-taの容認度が若干下がるという点には、対格の重出が関与しているかもしれない。一般

に韓国語は日本語と異なり対格の重出が許されるとされているが、これに抵抗を感じる話者もいる。

目的語の対格を限定詞“to(also)”などに変えると適格性が上がるとする話者もいた。
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を示しているという結果は、これらの二つの構文間に、違いがあることを示している。

その違いは次のようにまとめられる。

(21)a. VN-Acc ha-ta構文において、 VN-Accとha-taの間に副詞を挿入することは若

干の容認度の低下があるが、可能である。

  b. VN-ha-ta構文において、 VNとha-taの間に副詞を挿入することができない。

 この結論は、望薯剋の(17)の観氏浴AK.  Parkの(18)の観氏翌ﾉ異を唱え、石閣司の(19)

の観氏翌�x持する。ここでも、VN-ha-taとW-Acc ha-taが同種の構文であるとする、

KPark、 H. 一D.  A㎞、 K. 一S.  Leeらの主張に反し、これらが異なった構文であることが

示唆される。

3. 3. VNの連体修飾

 VNP-Acc ha-ta構文と異なり、VN-Acc ha-ta、 VN-ha-ta共にVNは連体修飾を受け

としては次の様なものがある。12

(22)a.  “Yenghi-ka yenge-lul elyewun kongpwu hay-ss-ta.  H. 一D.  Ahn(1991; 21)

    Yenghi-Nom English-Acc difficult (Adj ective) study-do past-Dec

    ‘Yenghi studied English difficultly. '

  b.  Yenghi-ka yenge-lul elyepkey kongpwu hay-ss-ta. 

    Yenghi-Nom English-Acc difficultly (Adverb) study-do past-Dec

    ‘Yenghi studied English difficultly. '

 次に、VN-Acc ha-ta構文のVN-Accが連体修飾を受けないとする観氏翌ﾆしては次の

様なものがある。13

(23) “chelhakca-nun sangsik-ul kiph-un yenkwu-lul ha-n-ta.  eA ‘g':ULI (1979; 67)

    philosophers-Top common sense-Acc deep (Adjective) study-Acc do-Pres-Dec

    ‘Philosophers study common sense deeply. '

 以上の例を見ると、V:N-ha-ta、 VN-Acc・ha-ta共に名詞修飾を許さないように見える。

しかし、特にVN-Acc ha-ta構文に関して、上記の判断に異を唱える研究者もいる。14'15

12 ｼにも、J.  Yoon(1991)、K.  Park(1992，73)、萄風面(1996，449)、Hong and Sohn(1999)、S.  Park(2006)

に同様の指摘がある。
13 ｼにも、H. 一S.  Han(1988)、 H. 一D.  Alm(1991，26)、 K.  Park(1992，73)、 K. 一S.  Lee(1991，104)、 J. 一1. 

Yeom(1994)に同様の指摘がある。
14 j. 一S.  Lee(1991，106)は(23)に挙げたB. 一S.  Park(1983)の例の文磨乱ｫの判断に関して疑義を唱え

ている。

15 iフ)暑(1994)は広い範囲に渡る観氏翌ﾉ基づいて、同様の結論を得ている。そこでは、VN-Accの

連体修飾が一律に適格なわけではなく、不適格になる形容詞が存在すること、また、節による連体修

飾は全て不適格であることが指摘されている。H. 一R.  Chae(1997)もVN-Accの連体修飾が可能とされ

ている。
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(24)  Toli-nun minsok。ul seymilha-n yenkwu-lul ha-yess-ta. :召(8:司 (1988，96)16

    Toli-Top ethnic custom-Acc detailed (Adjective) research-Acc do-Past-Dec

   ・ ‘Toli researched the ethnic customs in detail. '

 一方、VN-ha-ta構文のVNが連体修飾を許すという指摘は多くない。二三骨(1996;

440)が、(18)の様な例を挙げているのが目につく程度である。先に述べた様に、(18)

はVNP-Acc・ha-ta構文である可能性があり、ここで論じるのに適当な例ではないため、

ここでは、検討しない。17

 VN(一Acc)の連体修飾に関しても、上記二つの現象と同様の調査を行った。調査

では以下の様な例文を4組使用した。

(25)a.  yenkwuca-tu1-i DNA-lul chelceha-n yenkwu-ha-ko iss-ta. 

    researchers-Pul-Nom DNA-Acc through(Adjective) research-do-Prog-Dec

    ‘The researchers are investigating DNA throughly. '

  b.  yenkwuca-tu1-i DNA-lul chelceha-n yenkwu-lul ha-ko iss-ta. 

    researchers-Pul-Nom DNA-Acc through (Adjective) research-Acc do-Prog-Dec

  c.  yenkwuca-tu1-i DNA-lul chelceha-key yenkwu-ha-ko iss-ta. 

    researchers-Pul-Nom DNA-Acc throughly (Adverb) research-do-Prog-Dec

  d.  yenkwuca-tu1-i DNA-lul chelceha-key yenkwu-lul ha-ko iss-ta. 

    researchers-Pul-Nom DNA-Acc throughly (Adverb) research-Acc do-Prog-Dec

 それぞれの例文に対する話者の判断を、(26)に示した。

(26)

 3
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一畳一話者B

…▲…話者C

一・ ~・一話者D
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 ● 平均

例文

 (25126c，d)はVN-ha-ta、 VN-Acc ha-ta構文に副詞形が用いられた例であり、これら

が適格であるという判断は予想された通りである。VN-Acc ha-taのVN-Accが連体修

飾を受けると不適格になるという判断は上に見た様に多くの研究者の問で一致してい

16 ｢唱司(1988，96)は選択制限に抵触しない形容詞を選べば、VNの連体修飾は可能であるとしている。
且7 iフ1｛｝(1994)も、目的語が実現しないVN-Acc ha-taの場合、連体修飾が可能であることを指摘し

ているが、これもVN-Acc ha-ta構文とVNP-Acc ha-ta構文を明確に分け、後者は通常の名詞句と変わ

らないとするK. Parkの分析で容易に説明できる。
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るが、(25/26b)では容認度が比較的高いという結果が得られたのは予想外であった。

VN-ha-taの連体修飾(25/26a)は、(25/26b)に比べても容認度が顕著に低い。ここでも、

VN-ha-taとVN-Acc ha-taは明瞭な違いを示し、両構文が同じ構文であるとする主張

に対する反証となる。

4. 1，データのまとめ

 本稿では、VNとha-taを含む形式の内、他動詞的Wに限定して、その分類につ

いて論じた。2節では、K.  Park(1992)に従い、 VN-Acc ha-ta構文とVNP-Acc ha-ta

構文が異なる構文であるとした。後者は、VNが名詞句の主要部をなし、また、名

詞句全体は通常の名詞句と同じ振る舞いをするのに対し、W(一Acc)ha-ta構文では、

VNに名詞的な特性が見られないことから、これらを異なったグループとして扱うこ

とを妥当と判断した。また、妥当な分類を得るためには目的語を含む事例を用いて議

論をしなければならないことを注意点として取り上げた。

 3節では、VN-ha-taとVN-Acc ha-taが同一の構文の変種の関係にあるか否かを検

証するため、i)VN(一Acc)のスクランプリング、 ii)VN(一Acc)とha-taの間への副詞

の挿入、iii)VN(一Acc)の連体修飾に関して、両者を比較した。 VN-Acc ha-taに関し

てはi)一iii)に関するデータは先行研究の中に(観氏洛級ﾊの食い違いはあるものの)

多く見られるが、VN-ha-taに関しては当該現象に関するデータが不足しているため、

本稿で行った調査はこの空隙を埋めたものと言える。結論として、表面的な対格の有

無に加えて、上記の3つの現象に関して、VN-ha-taとVN-Acc ha-taは明らかに異なっ

た振る舞いをすることから、これらはそれぞれ独立した構文であると考えられる。先

行研究の中には、これら二つの構文に、更にVNP-Acc ha-taを加えた構文を明確に区

別しないものもある。この3つを区別することは、VNを含んだ構文の特性の解明に

寄与することにつながる。

 3節で触れた様々な現象における観氏洛級ﾊの食い違いと、本稿で提示した調査結果

とは相関がある。目的語とV:N-Accのスクランプリング(13h)、 W-Accとha-taの間

への副詞の挿入(20d，f)、VN-Accの連体修飾(25b)に関して研究者毎に、判断が異なっ

ているが、これらは本稿の調査では、完全に適格な文に比べて容認度が低いが、完全

には不適格ではない。この容認度の中間的な性質が、先行研究の判断の揺れとなって

いると考えられる。この容認度の低下が文磨翌ﾉ由来するのか、文磨来ﾈ外の他の要因に

由来するものかを明らかにする必要があるであろう。



 最後に、本稿での調査磨雷yび、データの扱いに言及しておく。

 まず、調査に協力してもらった母語話者は言語学専攻の大学堰乱ｶ4名と、言語学科

在籍の学部生1名である。言語学専攻の話者に限定した理由として、母語の容認度を

判断するという日常行わない、いわば「異常な」作業の意味を理解している話者を対

象とすることで、調査が円滑に進み、また、安定したデータが得られると考えられた

ためである。実際、言語学と関係の無い一般的な話者を対象に調査すると、調査の対

象となっている項目以外の要素が容認度の判断に介入することが言語学を知っている

話者より多くおこる。

 次いで、今回の調査は全て対面で、例文を発音してもらいながら行った。これは、

調査票で提示した例と、話者の判断の入力になる例を一致させるためである。特に容

認度の低い例の場合、話者が無意識に適格な文に直して判断することがある。発音し

ながら判断すると、この様な問題は起こりにくい。

 次に、本稿でのデータの扱いについて述べる。本稿では容認度を数値化したが、容

認度の数値化には絶対的な基準がなく、あくまで目安に過ぎないことに注意しなくて

はならない。18完全に適格かつ単純な例文であれば本稿のスケールでは、3という数

値が安定して得られるであろう。しかし、容認度が低い文を、例えば0と判断するか、

1と判断するか話者によって違いが出ることが当然予想される。今回の調査では完全

に不適格な例を0としたが、「完全に不適格」な例として話者がどのような例を想定

するかによって、当然、判断は変わり得る。また、完全に良い例と悪い例に大きく差

をつけない話者もいれば、「メリハリの利いた」判断を下す話者もいることも当然考

えられる。

 むしろ重要な点は、容認度の判断を表すグラフ上のパタンが、殆どの話者、殆どの

例文について、同じパタンを描いているという点にある。即ち、ある文が、他の文よ

り容認度が相対的に低い、あるいは高いという判断は、話者や例文が変わっても一致

するという結果が得られたことは、韓国語/朝鮮語話者の直観をかなりの程度反映し

ていると言えるであろう。数値を用いたのはこのような調査結果の視覚化を容易にす

るためであり、それ以外の個々の値を絶対視するものではない。

 生成文磨翌ﾅ用いられるデータは話者の直観に基づいた判断を用いることが多いが、

あるデータが誰から得られたものか、どの様な調査方磨翌ｪ採られたかといった生の

データについて議論されることは筆者の知る限り多くない。生成文磨翌ｪ経験科学を目

指すのであれば、データの収集方磨翌ﾆその体系化は避けて通れない問題であろう。本

18 緕R(2005)は容認度の計測に数値を用いることを試みているが、同時に、様々の問題点も指摘し

ている。また、生成文磨翌ﾉおけるデータの扱いの根本的な問題を論じている。
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稿は、完全ではないものの生のデータに近いデータを提示し、上記の現状に対する問

題提起を行った。
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